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～知ってるようで知らない白内障（はくないしょう）の話～	


①.正常な水晶体	


②.翼状片（よくじょうへん）	


　皆さんはよく「白内障」と聞くと思いますが、意外と勘違いをしている	
  
ことがあります。	
  
「私はくろ目に膜はかかっていないから大丈夫よ」なんて言われますが	
  
それは②の翼状片という病気です。紫外線などの刺激でしろ目が	
  
くろ目にかぶさってくる病気です。	
  
白内障はくろ目の中心の瞳の部分にある水晶体（①）が、混濁してくる	
  
病気です。ですから、鏡を見ても自分ではわからないんですね。	
  
　原因は加齢や紫外線などの影響が多く、４０～５０代より徐々に進行	
  
してきます。水晶体は水とタンパク質が主成分ですが、年齢や紫外線	
  
と共にタンパク質は変化し濁ってくるのです。	
  
また、それ以外にも病気（糖尿病やアトピー性皮膚炎）や外傷（目の	
  
打撲傷）、炎症などによって起こる白内障もあり、若くても手術が必要	
  
な場合もあります。	
  

　白内障による症状は進行によって変わってきます。	
  
初期は黄色くなって近視や乱視などが急に強くなったり、軽い混濁によって光がまぶしく感じたり、	
  
夜間に信号や対向車のライトがにじんで見えたりします。	
  
その後徐々に混濁が強くなり、かすんで見えないとか眼鏡が合わないといった視力低下を自覚	
  
します。一般的には矯正視力（メガネで補正した視力）が０．７程度になったら手術を考えて下さい。	
  

軽度の白内障	
 中等度の白内障	
 重度の白内障	


　視力が低下するまでは進行を遅らせる点眼液（カリーユニ点眼やタチオン点眼）を使用し	
  
視力低下にて支障があれば手術して治します。しかし近視や遠視、乱視が強く、手術によって	
  
改善がある場合には早めに手術を勧めています。とにかく気になったらご相談くださいね！！	


以上、第１回目は白内障についてでした。 �
次回は手術と眼内に移植するレンズについて話しましょう。 �
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